












第9期
（令和7年）

7,600円
程度

第8期
（令和3年）

6,500円

3,041

横浜市の高齢化率は24.8%（令和2年1月1日時点）で、
超高齢社会（高齢化率21%以上）に入っています。団塊
の世代が75歳以上となる令和7年には高齢者が97万人を
超え、高齢化率は26.1%になると推計されています。
［図1］

平成27年（2015年）から令和7年（2025年）にかけて、
高齢者は約87万人から約97万人、要介護認定者数は
約15万人から約20万人、認知症高齢者数は約14万人
から約20万人となり、いずれも急増することが見込まれ
ています。

介護認定者数の急増によるサービス利用者の増加などに
より、介護保険料も上昇する見込みです。［図2］

3「GoGo健康！ライフ」を応援しています！
横浜市の超高齢社会の現状と今後
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図1,2「第８期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画」より

図1 横浜市の高齢者人口
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図2 介護保険給付費の推計
被保険者数サービス利用者 介護保険

給付費等総額

横浜市では、「高齢者保健福祉計画・介護保険事
業計画・認知症施策推進計画」の中で、介護保険
料を含む高齢者に関する保健福祉事業について、
3年間の計画期間ごとに見直しを行っています。
令和3年度からは、本計画（第8期計画）の介護保
険料が適用されます。

（令和22年）

9,600円
程度

4,462

第14期

介護保険料
基準額

20.1

［万人］ ［%］

1

健康寿命とは？【リーフレットP2左下】
健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されるこ
となく生活できる期間のことをいいます。横浜市の平均寿
命と健康寿命の差は、令和元年で、男性9.43年、女性
12.78年となっています。今後、平均寿命が延び、健康寿
命との差が拡大すれば、医療費や介護給付費が増大する
ことになります。

2

【リーフレットP2右下】要支援になった理由は？

（令和元年度横浜市高齢者実態調査より）

介護が必要になった人で、要支援認定※を受けた人のうち
約半数はロコモに関係しています。内訳は転倒や骨折、膝
痛等の関節疾患、高齢による衰弱、脊椎損傷等です。

※要支援認定とは：介護保険では、必要な介護量にあわせたサー
ビスが受けられるよう7段階の認定区分にわけられています。その
うち要支援1・2のことを言います。

3

3,552

【男性】

平均寿命
健康寿命

平均寿命
健康寿命

【女性】

※厚生労働省研究班「健康寿命算定プログラム」を用いて横浜市が算出

65 70 75 80 85 90

75.01

82.03

72.60

87.79

9.43年

12.78年

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

0
15
30
45
60
75
90
105
120
135
150

横浜市の健康寿命と平均寿命（令和元年）



横浜市では、「健康寿命の延伸」を目指して、「地域づくり型介護
予防事業」を推進しています。高齢者が身近な場所において、
元気で活動的な生活を送ることができるように、自主的な介護
予防・健康づくり活動を応援しています。

日本老年学的評価研究（JAGES）によると、
「家族や仲間と運動する人」の方が、「一人で運
動を続ける人」に比べて、「自分が健康であると感
じている割合が多い」という結果が出ました。
自分が健康であると感じることを『主観的健康
感』といいます。「主観的健康感が高い人ほど長
寿の傾向にある」という研究報告があり、『仲間と
運動する方が効果的である』といえます。
また、地域で行われているサロン活動（軽い体
操、ゲームなど）に参加する人は参加しない人に
比べて、認知症の発症リスクが３割減少したとい
う研究報告もあります。

学ぶを支援する取組

【リーフレットP4】

講座や地域の活動グループに参加して、ハツラツ
とした「GoGo健康！ライフ」を手に入れましょう

※詳細はお住まいの区役所高齢・障害支援課、地域ケアプラザへお問い合わせください。

●ロコモ予防・フレイル予防や認知症予防など、介護予防・健康
に関する講座や教室を開催しています。

活動を支援する取組

●地域の集まり（健康体操グループ、ひとり暮らし高齢者の食
事会、老人クラブなど）での保健師による健康講座や、歯科衛
生士や栄養士、リハビリテーション専門職などの講師を派遣し
ています。

●【元気づくりステーション】は歩いて行ける身近な地域で、
仲間と介護予防・健康づくりに取り組む活動グループです。立
ち上げ、活動について、区役所の保健師等が企画・運営、講師
の紹介等の支援を行います。

介護予防
仲間と行うと効果的！

社会
参加

地域ケアプラザは地域の身近な相談機関です
高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、
健康づくりや介護保険等の福祉に関する相談に応じています。

お問い合わせ 各区高齢・障害支援課

健康福祉局
地域包括ケア推進課

あなたのお住まいの地域を担当する地域ケアプラザに
ついては、区役所にお問い合わせください。
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横浜市健康福祉局地域包括ケア推進課　〒231-0005 横浜市中区本町6-50-10　［令和4年9月発行］

すでに300以上の元気づくりステーションが、筋トレ、
体操、ウォーキングなどの様々な活動を行っています。
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